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研究成果の概要（和文）：吃音の問題は言語症状のみならず、誤った認識や否定的な感情、社交性のなさが吃音児者の
生活の質を低下させている。そこで、吃音の言語症状面のみならず、吃音に対する知識・自己認知の程度、吃音に対す
る態度や感情、全般的な言語能力、口腔運動能力、社会性・社交性の各領域を総合的に評価する、多面的モデルの１つ
であるCALMSモデルに基づく吃音総合アセスメントツールの開発を行った。開発に携わり、各領域を評価するための項
目の選定や信頼性及び妥当性の検討を行ったほか、実施マニュアルの作成を行い、臨床家に使用感を確認したほか、ア
セスメント結果をもとに、個々のクライエントの状況に応じた臨床メニューを提案できる形とした。

研究成果の概要（英文）：The problems of stuttering are not only its language symptoms, but also cognitive 
distortions, negative emotions toward stuttering, and the limited social experiences. Therefore, a 
comprehensive assessment tool for stuttering based on the CALMS model, which is one of the multifactorial 
models of stuttering, was developed. This assessment tool enables us to evaluate speech symptoms of 
stuttering, the degree of knowledge and self-awareness of stuttering, attitudes toward stuttering, 
general language abilities, oral motor skills, and social skills. In order to develop this assessment 
tool, the items for the questionnaires were selected and the reliability and validity of these items were 
examined. Then the administration manual was developed based on clinicians’ opinions on the ease-of-use 
and usefulness. Finally, this assessment tool was designed to suggest clinical methods to clinicians 
based on the results, which enables them to create individualized clinical plans for their clients.

研究分野：複合領域
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１．研究開始当初の背景 
吃音児者の数は国や人種を問わず、人口の
約 1％を占める(Cooper, 1980; Guitar, 2006)。
これを我が国の人口に当てはめると、我が国
には約 127 万人の吃音者が存在することに
なる。これは、神奈川県川崎市や滋賀県全域
の人口に相当する。吃音は、これほど出現頻
度の高い言語障害であるにもかかわらず、我
が国における吃音の評価・臨床法の開発は、
欧米と比較してかなり遅れていた。 
吃音を発症・進展させる原因は特定されて
いないものの、遺伝的要因・体質的要因・環
境的要因など、さまざまな要因が絡み合って
いる可能性が高い  (Starkweather, 1987, 
1999; Guitar, 2006; 川合, 2010; 小林, 2010 
など)。例えば Starkweather (1999) は、吃
音の最大の特徴として「個人差」を挙げてい
る。この「個人差」とは、吃音の言語症状の
重症度における「個人差」も挙げられるが、
吃音に対する悩みの深さ、どもりやすい音・
単語・状況・場面、日常生活や社会生活を営
む上での困難度などの「個人差」も含まれ、
吃音が当事者個々に与える影響が、いかに多
様かが分かる。従来、欧米における吃音の評
価・臨床は、吃音の言語症状を評価し、その
軽減・改善を図ることに主眼が置かれてきた。  
しかし、例えば吃音の言語症状がほとんど
認められないにもかかわらず、吃音について
の悩みが深い者の困り感に寄り添うことが
できないといった欠点があった。そこで近年
では、吃音児者の「個人差」に着目し、吃音
の言語症状だけでなく、全般的な認知能力や
言語能力、口腔運動能力、それから吃音に対
する知識・認識面、行動面、心理・感情面、
社交性、環境要因などといった様々な要因を
包括的・総合的に評価・臨床を行う「多面的・
包括的モデル」が提唱されるようになった
(Healey ら，2004；Guitar ら, 2009; Yairi ら, 
2010 など)。吃音を取り巻くこうした多面的
な要因を客観的に評価し、要因間で困り度の
大きさを比較することにより、どの要因を重
点的にアプローチすればよいかが分かる。こ
れにより、吃音児者の「個人差」に応じたア
プローチを展開することが可能になる。 
一方わが国では、欧米とは逆で、特に学校
現場では長年吃音の言語症状面に直接アプ
ローチする方法が敬遠されてきた背景があ
る(長澤・川合, 1998)。吃音へのアプローチと
しては、環境調整や遊戯療法などの心理療法
が多用され(内須川, 1986 など)、その効果を
謳う実践事例がこれまで多く紹介されてい
る(牧野,2007 など)。しかしこれらの実践は、
実態把握や臨床効果の測定に利用できる妥
当性や信頼性が担保された検査がない状況
下で行われており、昨今求められる「根拠に
基づく臨床」とは言い難い。近年、社会言語
学的観点から、吃音児者をとりまく周囲の対
応が、吃音児者の認知・感情・態度や実生活
への参加に及ぼす影響が大きいことが指摘
され(渡辺, 2005)、我が国でも吃音問題を多面

的に捉えることの重要性への認識が高まり
つつあった(川合, 2010)。 
そうした中、小林(2010)は、国際機能分類

(ICF)に基づく学齢期吃音評価の在り方に関
する研究の一環として開発した評価バッテ
リーを基に、活動・参加及び環境要因に関す
る検査項目を再構成した。しかし、検査対象
は学齢期児童に限定されている上、活動・参
加及び環境要因に関する問題の有無やその
深刻度を客観的に評価できる尺度の開発に
は至っていない。さらに、幼児・児童のみな
らず、吃音を取り巻く複雑な要因が、当事者
の Quality of Life に影響を及ぼす可能性の
高い思春期以降の吃音者が抱える問題を包
括的・総合的に評価し、困り感の高い部分を
重点的に支援するためのツールの開発に至
っては、手つかずの状態にあった。 
 
２．研究の目的 
吃音の言語症状面だけでなく吃音に対す
る知識・自己認知の程度、吃音に対する態度
や感情、全般的な言語能力、口腔運動能力、
社会性・社交性を総合的に評価する多面的・
包括的モデルに基づく評価ツールを開発す
ることが本研究の目的であった。 
そこで、多面的・包括的モデルを提唱した
第一人者でネブラスカ大学の Charles 
Healey 教授が開発した CALMS アセスメ
ントツールを基に、他の多面的・包括的モデ
ルや日米の文化の違いを考慮し評価項目を
考案し、その信頼性・妥当性を検討し、我が
国で広く利用される総合的吃音評価ツール
を開発することとした。 
 
３．研究の方法 
根拠に基づく臨床を行う上で不可欠とな
る吃音の総合的かつ包括的なアセスメント
ツールを開発するために、①CALMS アセスメ
ントツールの評価項目の検討、②他の多面
的・包括的モデルで使用されている評価項目
の検討、③①、②により精選された評価項目
や評価ツールを用いた吃音総合アセスメン
トツールの開発、(d)本ツールの信頼性及び
妥当性の検討の４つを期間内に実施する。①
については、文化的背景の相違を考慮し、日
本で使用されている評価ツールを本ツール
の一部として位置づけるなどの検討をする。
②については、CALMS モデル以外の多面的・
包括的モデルで使用されている評価項目を
調べ、本ツールに組み込む必要のある項目を
探索する。③については、①、②のプロセス
により精選された評価項目や評価ツールを
組み込み、吃音問題を総合的に評価する多面
的・包括的モデルに基づくツールの開発を行
った。④については、③で開発した本ツール
の信頼性及び妥当性を検討した上で、「根拠
に基づく臨床」を担保し、かつ吃音問題の「個
人差」に対応できる吃音総合アセスメントツ
ールを開発した。 
 



４．研究成果 
(1) 平成 24 年度の成果：CALMS アセスメン
トツールの評価項目の検討及び他の多面
的・包括的モデルで使用されている評価項目
の検討 
まず，CALMS アセスメントツールの評価項
目の検討については、平成 23 年に、米国ネ
ブラスカ大学にて Charles Healey 教授とと
もに半年間、米国版 CALMS アセスメントツー
ルの開発に携わった。その際、評価項目の選
定や、臨床家向けマニュアルの策定、CALMS 
アセスメントツールの信頼性及び妥当性の
検討などの作業を行った。この CALMS アセス
メントツールの日本版開発について Healey
教授から許可を得た。ただし、米国版 CALMS 
アセスメントツールで用いられている項目
の一部は、我が国の文化では受け入れにくい
箇所があるほか、吃音検査法＜試案 1＞(日本
音声言語医学会, 1986)や吃音検査法(小澤ら, 
2014)など、我が国で独自に開発されている
吃音症状評価ツールも存在する。 
そこで、今回開発予定の吃音総合アセスメ
ントツールが我が国で広く受け入れられる
ために、文化的背景の相違を考慮し、従来使
用されてきた評価ツールを吃音総合アセス
メントツールの一部として位置づけるなど
の検討が必要であった。 
そこで、他の多面的・包括的モデルで使用
されている評価項目や小林(2010)で使用さ
れている項目の検討については、CALMS モデ
ル以外の多面的・包括的モデルである A 
Component Model (Riley & Riley, 2000)、
Comprehensive Stuttering Program for 
School-Age Children (CSP-SC; Langevin, 
Kully, & Ross-Harold, 2007)、Comprehensive 
Treatment for School-Age Children Who 
Stutter (CT-SCWS; Yaruss, Pelczarski, & 
Quesal, 2010)及び国際機能分類（ICF）に基
づく学齢期吃音評価(小林,2010)で使用され
ている評価項目についても分析し、吃音総合
アセスメントツールに組み込むことが可能
な項目を探索した。この検討については
CT-SCWS の作者である米国ピッツバーグ大
学の Scott Yaruss 准教授や学齢期吃音評価
の作者である金沢大学の小林宏明准教授ら
からの協力を得た。 
  
(2) 平成 25 年度の成果：精選された評価項
目や評価ツールを用いた吃音総合アセスメ
ントツール試案の開発 
前年度に実施された研究によって精選さ
れた評価項目や評価ツールを、CALMS モデル
に基づく多面的・包括的モデルの概念
［C=Cognitive (認知・知識面), A=Affective 
(感情・態度面), L=Linguistic (言語能力), 
M=Motor (口腔運動能力), S=Social (社会
性・社交性)］に組み込み、吃音に対する知
識・自己認知の程度、吃音に対する態度や感
情、全般的な言語能力、口腔運動能力、社会
性・社交性を総合的に評価する吃音総合アセ

スメントツール試案の開発を行った。吃音の
包括的評価ツールである日本版CALMSアセス
メントツールの開発に携わり、マニュアルの
作成を行ったほか、昨年度に引き続き、評価
項目の選定やCALMSアセスメントツールの信
頼性及び妥当性の検討などの作業を行った。
特に我が国の文化では受け入れられにくい
項目については、一部変更や日本独自のアセ
スメントツールの適用を試行した。 
試案の開発にあたっては、作成したアセス
メントツールの信頼性及び妥当性を検証す
るためのパイロット研究を行い、その結果に
基づき、最終確定版を作成した。検証にあた
っては、アセスメントを実施する言語聴覚士
及びことばの教室担当教員、それから吃音当
事者の協力を得た。パイロット研究への協力
者は、言語聴覚士やことばの教室担当教員、
吃音当事者、非吃音者(計 16 名)であった。
本研究により、更なる評価項目の精選を行い、
最終版の完成に向けた最終調整を行った。 
また、平成 25 年度には Charles Healey 教
授を日本に招聘し、米国における吃音の言語
聴覚療法の特色や、多面的・包括的モデルに
よる評価・臨床の重要性、CALMS アセスメン
トツールの活用方法等についての情報提供、
指導助言とそれらに基づいて、より文化的背
景や生活状況に応じた、吃音のより適切な総
合的評価の在り方についての議論を行った。 
 
(3) 平成 26 年度の成果：吃音総合アセスメ
ントツールの信頼性及び妥当性の検討・標準
化への取り組み・アセスメントツール最終版
の出版 
前年度に実施したパイロット研究により
精選された評価項目の信頼性及び妥当性の
検討(データは言語聴覚士やことばの教室担
当教員計 32 名から収集)を行い、これらが十
分に担保されていることを確認した上で、
「根拠に基づく臨床」を担保し、かつ吃音問
題の「個人差」に対応できる吃音総合アセス
メントツールの最終版完成へ向けた作業(標
準化)を実施した。 
具体的には、吃音児者については、3〜5 歳
児、小学校 1〜6 年生、中学校 1〜3 年生、
高校生・大学生、社会人の計６年齢群から計
18 名）、非吃音児者については、計 64 名の
協力を得た。当初の予定よりも協力者数は減
ったものの、これらの協力者から収集した吃
音児者、非吃音児者のデータを整理、分析し、
吃音総合アセスメントツール最終版を作成
し、その後、吃音に対する知識・自己認知の
程度、吃音に対する態度や感情、全般的な言
語能力、口腔運動能力、社会性・社交性の各
領域における臨床方法・活動案を考案するこ
とにより、吃音児者の「個人差」に応じた臨
床方法も提案した。 
なお、今回作成した吃音総合アセスメント
ツールについては、出版社と契約し、正式に
出版される見通しがついている。 
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